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　新入社員はこれから始まる新しい人生への希望を抱き、仕事
に対する情熱を燃やし職場活動に大きな夢を持っております。

（新入社員研修 5ページ）

発行日　平成 25年 4月１日

横 澤 泰 雄

Top Report 平成 25 年度事業計画決まる
商工会議所活動報告 「国会議員との懇談会」「デンソーの部品モノづくり」
意見提言：電気料金値上げに意見
経営情報：経営支援と一体の融資制度創設／事業承継税制
生命共済「フォルティシモ」キャンペーン
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４月、新しい社会人生活がスタートします
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中
小
企
業
の
経
営
課
題
は
、多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
財

務
及
び
会
計
等
の
専
門
的
知
識
を
有
す

る
者
既
存
の
中
小
企
業
支
援
者
（
商
工

会
議
所
含
む
）、
金
融
機
関
、
税
理
士
・

税
理
士
法
人
等
に
よ
る
支
援
事
業
を
通

じ
、
課
題
解
決
の
鍵
を
握
る
事
業
計
画

の
策
定
等
を
行
い
、
中
小
企
業
の
経
営

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

（
１
）
既
存
の
中
小
企
業
支
援
者
、
金

融
機
関
、
税
理
士
・
税
理
士
法
人
等

の
支
援
事
業
を
行
う
者
の
認
定
を
通

じ
、
中
小
企
業
に
対
し
て
専
門
性
の

高
い
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
中
小
機
構
の
専
門
家
派
遣
等
に

よ
る
協
力
や
保
証
付
与
に
よ
る
資
金

調
達
支
援
を
通
じ
、
支
援
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

（
３
）
中
小
企
業
は
質
の
高
い
事
業
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、経
営
力
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

国
補
助
事
業

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
て
、

消
費
税
を
円
滑
に
転
嫁
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
最
大
の
懸

念
事
項
の
一
つ
。
ま
た
二
段
階
に
わ
た

り
税
率
の
引
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
講
習
会
の
開
催
、
相
談
窓

口
の
開
設
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る

周
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

県
補
助
事
業

　

商
工
会
議
所
を
中
心
と
す
る
商
工
支

援
団
体
を
構
成
員
と
す
る
創
業
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
創
業
段
階

か
ら
経
営
安
定
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

（
１
）
研
修
会
開
催
事
業

　

※
創
業
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

（
２
）創
業
支
援
事
業（
開
業
費
の
補
助
）

①
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

プ
ラ
ン
と
、
そ
れ
以
外
の
事
業
プ
ラ

ン
を
公
募
し
審
査
し
採
択
す
る
。

②
不
安
定
な
経
営
状
況
で
あ
る
創
業

時
の
経
費
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
経
営
を
安
定
さ
せ
る
。

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
（
受
け

入
れ
企
業
に
補
助
す
る
）

①
創
業
前
に
、
企
業
感
覚
を
肌
で
感

じ
て
経
営
手
腕
の
修
得
に
結
び
付

け
る
と
と
も
に
、
事
業
承
継
を
考

え
て
い
る
経
営
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
目
指
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
た
い

創
業
予
定
者
及
び
受
け
入
れ
を
希

望
す
る
企
業
を
そ
れ
ぞ
れ
公
募

し
、
審
査
を
経
て
マ
ッ
チ
ン
グ
さ

せ
る
。

市
補
助
事
業

　

受
注
機
会
は
あ
る
は
ず
で
す
が
、
な

か
な
か
受
注
に
結
び
付
か
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。
本
事
業
は
、
時
代
に
マ
ッ

チ
し
た
受
注
開
拓
手
法
を
習
得
す
る
た

め
自
動
車
関
連
企
業
の
㈱
ア
ン
デ
ン
元

専
務
を
さ
れ
た
赤
土
氏
を
講
師
に
研
修

事
業
を
行
い
ま
す
。

（
１
）
研
修
事
業　

平
成
25
年
度

事
業
計
画
決
ま
る
重点事業・新
規事業を紹介

　

3
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
76
回

通
常
議
員
総
会
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
に
対
し
て
「
チ
ー
ム
」
と

し
て
専
門
性
の
高
い
支
援
を
行
う
た

め
の
体
制
を
整
備

■
中
小
企
業
の

　
　
経
営
力
強
化
支
援
事
業

《
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
》

《
受
注
開
拓
推
進
事
業
》

《
や
ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業
応
援
支
援
事
業
》
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有料広告

①
時
代
の
変
化
に
対
応
し
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
経
営
者
ま
た
は
次
世
代

を
任
せ
ら
れ
る
後
継
者
の
育
成
。

②
自
社
技
術
を
判
断
す
る
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
の
確
認
作
業

（
２
）
研
修
企
業
等
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

※
研
修
事
業
の
成
果
を
活
か
し
、
講

師
の
人
脈
を
活
用
し
た
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

創
出
。

県
の
緊
急
雇
用
委
託
事
業

　

緊
急
雇
用
に
よ
り
、
本
事
業
を
担
う

職
員
一
人
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
高
校

生
の
就
職
後
の
定
着
率
と
離
職
率
を
調

査
し
、
併
せ
て
企
業
と
高
校
生
な
ど
若

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
就
職
を
円
滑

に
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

県
の
緊
急
雇
用
委
託
事
業

　

新
た
に
地
域
産
業
資
源
と
し
て
指
定

さ
れ
る
地
域
資
源
づ
く
り
と
三
法
認
定

事
業
（
新
連
携
、
地
域
資
源
、
農
商
工

連
携
）
を
見
据
え
地
域
の
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
化
を
支
援
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
事
業
を
担
う
職
員

を
雇
用
し
、
24
年
度
実
施
し
た
全
国
展

開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
馬
肉
に
焦
点
を
当

て
、
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
を
始
め
、
馬

肉
の
新
し
い
加
工
食
品
の
研
究
・
開
発
・

販
売
と
長
井
の
馬
肉
食
文
化
の
普
及
・

情
報
発
信
を
内
外
に
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
と
商
店
街
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
を
目
的
と
し
て
、
市
民
か
ら
参
加

者
を
募
り
、
ガ
イ
ド
を
同
行
し
て
商
店

街
を
訪
問
し
ま
す
。
商
店
街
及
び
個
店

ご
と
に
発
見
し
た
新
た
な
魅
力
、
お
気

に
入
り
の
商
品
を
取
り
ま
と
め
て
マ
ッ

プ
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

　

現
在
の
役
員
が
10
月
31
日
で
３
年
の

任
期
が
終
了
す
る
た
め
、
１
号
～
３
号

議
員
の
改
選
を
行
い
、
三
役
は
じ
め
、

常
議
員
、
監
事
の
選
任
を
行
い
ま
す
。

《
新
規
会
員
の
募
集
》

　

当
所
の
会
員
数
が
、
廃
業
な
ど
に
よ

り
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
規

の
会
員
を
募
集
し
ま
す

《
西
置
賜
地
域
若
者
就
職
支
援
・
調
査
事
業
》

■
雇
用
対
策
事
業

《
地
域
産
業
活
用
事
業
化
促
進
事
業
》

■
産
業
振
興
・
観
光
振
興
事
業

《
商
店
街
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
事
業
》

■
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

《
第
15
期
　
役
員
・
議
員
改
選
》

■
組
織
基
盤
の
強
化

対 象 者 金融機関と認定経営革新等支援機関の支援を受けつつ、自ら事業計画を策定し、計画の実行と進捗の報告
を行う中小企業者の方

資 金 使 途 事業資金（ただし、事業計画の実施に必要な資金に限る）
保 証 限 度 額 個人・法人　2 億 8,000 万円

保 証 割 合 責任共有保証（80％保証）
ただし、100％保証の既保証を同額以内で借り換える場合は 100％保証

貸 付 利 率 金融機関所定利率

保 証 料 率 0.45％〜 1.75％（責任共有対象）　　　0.50％〜 2.00％（責任共有対象外）
原則、申込時の信用力に対応した保証料率よりも一区分低い料率を適用。

保 証 期 間 運転資金 5 年以内、設備資金 7 年以内　既保証を借り換えする場合 10 年以内
担 保 必要な場合があります。
連 帯 保 証 人 原則として、法人は代表者（実質経営者を含む）、個人は原則不要

必 要 書 類
・「経営力強化保証」申込人資格要件等届出書
・事業計画書
・認定経営革新等支援機関による支援内容を記載した書面

経営力強化保障制度のご案内
山形県信用保証協会は、経営改善に取り組む中小企業者の皆様を積極的に支援して参ります。
【制度概要】

YAMAGATA GUARANTEE

確かなサポート　明日への躍進　応援宣言

長井支店／ ＴＥＬ　0238-84-1674
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山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
、

3
月
22
日
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
（
東

京
）
に
お
い
て
、
県
選
出
国
会
議
員
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
県
内
企
業
を
取

り
巻
く
経
済
状
況
や
今
後
の
施
策
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
県
連
と
し
て
各
会
頭
か

ら
、
地
方
経
済
が
ま
だ
ま
だ
回
復
し
な

い
現
状
に
お
い
て
、「
地
域
中
小
企
業

へ
の
支
援
強
化
」「
高
速
道
路
、
高
規

格
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
資
本
の

整
備
促
進
」「
中
心
市
街
地
の
活
性
化

の
促
進
」
な
ど
、
各
地
域
の
実
情
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
当
所
の
横
澤
会
頭
は
、
昨
年

か
ら
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
る
費
用
負
担
や
、

今
後
の
電
力
料
金
ア
ッ
プ
が
地
域
経
済

に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
か
ら
、
料
金
上
昇

を
抑
え
た
安
定
的
な
供
給
に
対
す
る
政

府
の
強
い
役
割
を
期
待
し
た
い
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
席
い
た
だ
い
た
近
藤
洋
介

衆
議
院
議
員
、
鈴
木
憲
和
衆
議
院
議

員
、
舟
山
康
江
参
議
院
議
員
は
じ
め
７

名
の
議
員
か
ら
は
、「
道
路
網
の
整
備

は
、
産
業
振
興
と
と
も
に
防
災
の
観
点

か
ら
も
重
要
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
」「
文
科
省
か

ら
事
業
採
択
さ
れ
た
山
大
工
学
部
の
有

機
Ｅ
Ｌ
の
研
究
開
発
事
業
を
産
業
の
核

と
し
て
未
来
都
市
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」「
重
粒
子
放
射
線
治
療
施
設
の
研

究
開
発
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想

の
実
現
と
と
も
に
、
南
東
北
３
県
と
連

携
し
て
世
界
へ
向
け
た
医
療
産
業
の
中

心
地
と
し
て
い
く
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
重
要
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
業
を
振
興

し
な
が
ら
、
新
技
術
、
新
方
策
を
進
め

て
い
く
」「
農
業
や
観
光
を
中
心
に
各

産
業
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
９
次
産
業

化
を
目
指
し
、
県
内
を
全
体
的
な
ア
グ

リ
パ
ー
ク
と
し
て
い
く
」
と
い
っ
た
考

え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

県
選
出
国
会
議
員
と
の

懇
談
会
を
開
催

■意見を述べる横澤泰雄会頭

　

3
月
13
日
開
か
れ
た
「
も
の
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
で
、
㈱
デ
ン
ソ
ー
の
黒
田
吉
孝

氏
（
生
産
技
術
開
発
部
長
）
か
ら
、「
デ

ン
ソ
ー
流
の
部
品
モ
ノ
づ
く
り
」
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

デ
ン
ソ
ー
は
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
で
あ
り

な
が
ら
、
ほ
ぼ
全
て
の
国
内
自
動
車
メ
ー

カ
ー
と
取
引
が
あ
る
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
の
最
大
手
。
現
在
も
ダ
ン
ト
ツ
の

生
産
技
術
を
誇
り
、
世
界
中
に
部
品
を
提

供
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
を
維
持
し
て

い
ま
す
。
以
下
、
黒
田
氏
の
講
演
要
旨
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

デ
ン
ソ
ー
は
創
業
以
来
、
内
製
技
術
に

こ
だ
わ
り
、
部
品
加
工
の
専
用
機
を
自
社

開
発
し
て
他
社
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
新
興
国
の
製
造
技
術
の
追

い
上
げ
と
、
要
求
さ
れ
る
部
品
の
機
能
や

形
状
が
さ
ら
に
高
度
化
し
て
、
多

く
の
加
工
分
野
を
要
す
る
よ
う
に

な
り
、
従
来
の
ま
と
め
て
生
産
す

る
方
式
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
各
加
工
分
野
別
の
最
適

化
で
は
な
く
、
工
程
一
連
で
の
最

適
化
が
必
要
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、

溶
解
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
熱
処
理
、
切
削
、

洗
浄
、
表
面
処
理
と
流
れ
る
加
工
工
程
で
、

中
間
に
発
生
す
る
膨
大
な
副
資
材
の
ム
ダ
、

ス
ペ
ー
ス
の
ム
ダ
、
搬
送
・
動
作
の
ム
ダ
、

検
査
・
在
庫
の
ム
ダ
な
ど
を
徹
底
的
に
な

く
す
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
の
徹
底
的
な
ム
ダ
の
排
除
す
る
た
め
、

工
程
一
連
の
設
備
群
を
部
品
サ
イ
ズ
に
合

わ
せ
た
小
型
化
、
軽
量
化
、
小
規
模
化
を

は
か
り
、
素
材
加
工
か
ら
組
立
ラ
イ
ン
ま

で
同
期
直
結
し
た
一
個
流
し
一
貫
ラ
イ
ン

化
を
実
現
し
た
。
加
工
機
の
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
の
カ
ギ
は
、
限
界
ま
で
の
小
型
化

と
経
済
単
位
（
生
産
量
）
を
揃
え
る
こ
と

に
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
工
程
の
分
割

や
、
加
工
原
理
の
変
更
な
ど
技
術
の
深
堀

り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

日
本
の
も
の
づ
く
り
が
相
対
的
に
弱
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
ま
だ
優
位
で
あ
り
、
今
後
も
日

本
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
が
な
く
な
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は

絶
え
ず
差
別
化
技
術
を
開
発
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

■黒田吉孝㈱デンソー生産
技術開発部長

商
工
支
援
団
体
ブ
ロ
ッ
ク
内
連
携
事
業
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3
月
26
日
・
27
日
の
二
日
間
、
タ
ス

で
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

西
置
賜
管
内
か
ら
86
名
の
新
入
社
員
が

受
講
し
た
。
一
日
目
は
、「
社
会
人
と

し
て
の
基
本
姿
勢
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
基
本
」
と
い
う
内
容
で
、
ラ
イ
フ
マ

ナ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
金
沢
信
雄
先
生
と
山

形
銀
行
行
員
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
、
来

客
対
応
や
電
話
応
対
の
仕
方
な
ど
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
、
受
講
者
の
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
、「
雇
用
契
約
・
賃
金
・

社
会
保
険
の
基
礎
知
識
」「
会
社
で
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」「
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
心
が
け
よ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
社
会
保
険
労
務
士
の
堀
越

俊
一
郎
先
生
が
講
義
を
担
当
し
た
。
社

会
人
と
し
て
の
知
識
、
会
社
と
従
業
員

の
関
係
や
ル
ー
ル
と
い
う
一
般
社
員
に

と
っ
て
も
難
し
い
内
容
を
、
新
入
社
員

に
も
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

こ
の
春
高
校
を
卒
業
し
、
地
元
（
西

置
賜
管
内
）
に
就
職
す
る
者
は
約
100
名

に
上
る
。
こ
の
少
子
化
の
な
か
で
、
地

元
に
残
る
若
者
は
地
域
の
大
事
な
後
継

者
で
も
あ
る
。
最
近
は
定
着
率
の
低
下

な
ど
若
年
雇
用
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
春
の
あ
い
だ
は
温
か
く
見

守
り
た
く
な
る
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
Ｎ
）

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催■職場での心構えについて講義する金沢

　信雄先生
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2
月
14
日
、
20
日
に
は
、
東
北
電
力
、

四
国
電
力
が
相
次
い
で
規
制
部
門
の
電
気

料
金
の
値
上
げ
認
可
を
申
請
。
こ
れ
を
受

け
、
今
月
5
日
に
経
済
産
業
省
の
電
気
料

金
審
査
専
門
委
員
会
で
の
審
議
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

同
日
の
会
合
に
は
、
仙
台
商
工
会
議
所

の
渡
辺
静
吉
副
会
頭
、
高
松
商
工
会
議
所

の
中
博
史
副
会
頭
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

東
北
電
力
、
四
国
電
力
の
値
上
げ
に
対
す

る
意
見
を
述
べ
た
。

　

渡
辺
副
会
頭
は
、「
復
興
が
正
念
場
を

迎
え
る
大
切
な
時
期
に
、
電
力
料
金
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
」

と
い
う
被
災
地
に
共
通
す
る
思
い
を
強

調
。
電
力
会
社
に
値
上
げ
幅
の
圧
縮
に
向

け
た
惜
し
み
な
い
努
力
を
求
め
る
と
と
も

に
、
政
府
に
対
し
、
値
上
げ
に
よ
り
地
域

の
経
済
活
動
が
縮
小
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
十
分
な
景
気
対
策
を
行
う
よ
う
要
望

し
た
。

　

さ
ら
に
、
低
廉
な
価
格
で
安
定
的
な
電

力
を
供
給
す
る
た
め
、
原
子
力
発
電
の
安

全
性
強
化
を
着
実
・
迅
速
に
早
め
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
た
原
発
を
順
次
速
や
か
に

稼
働
す
べ
き
と
主
張
し
た
。

　

中
副
会
頭
は
、
当
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
お
け
る
最
優
先
課
題
は
、「
安
価
な

電
力
の
安
定
供
給
」
と
主
張
。
電
気
料
金

の
値
上
げ
は
経
営
体
力
が
弱
い
中
小
企
業

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
一
方
、「
安
定
供
給
に
必
要
な

電
力
会
社
の
経
営
体
力
維
持
も
必
要
」
と

し
て
、
値
上
げ
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
安
全
性
の
確
保
を
前
提
に

原
発
を
早
期
に
再
稼
働
す
る
よ
う
要
望
。

ま
た
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
、

原
発
の
再
稼
働
が
進
ま
ず
需
給
の
バ
ラ
ン

ス
も
取
れ
て
い
な
い
中
で
の
自
由
化
に
よ

り
、
地
方
の
小
口
需
要
家
を
中
心
に
割
高

な
電
気
料
金
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

慎
重
な
対
応
を
求
め
た
。

　

な
お
、
東
北
電
力
、
四
国
電
力
の
料
金

値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
公
聴
会
が

開
催
さ
れ
る
ほ
か
、
現
在
「
国
民
の
声
」

と
し
て
広
く
意
見
を
募
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
東
北
電
力
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
関
す
る
お

願
い
」
を
掲
載
し
、
値
上
げ
に
対
す
る
理

解
を
求
め
て
い
る
。

　

2
月
14
日
、
東
北
電
力
が
電
気
料
金
の

値
上
げ
認
可
申
請
を
経
済
産
業
省
に
行
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
省
は
、
正
式
に
受

理
し
た
こ
と
を
発
表
し
、
当
該
申
請
は
、

現
行
の
電
気
料
金
を
平
均
11
・
41
％
引
き

上
げ
る
等
の
認
可
申
請
で
あ
り
、
外
部
専

門
家
の
知
見
や
広
く
国
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
客
観
性
・
透
明

性
の
高
い
審
査
を
行
っ
て
い
く
と
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
今
後
も
各
地

の
電
力
会
社
で
料
金
値
上
げ
が
予
定
さ
れ

る
中
、
全
国
の
商
工
会
議
所
と
と
も
に
、

値
上
げ
が
中
小
企
業
に
与
え
る
ダ
メ
ー
ジ

を
訴
え
、
電
力
会
社
の
徹
底
的
な
経
営
努

力
や
、
安
全
性
を
確
保
し
た
原
子
力
発
電

所
の
順
次
速
や
か
な
再
稼
働
を
要
望
し
て

い
る
。（「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」
平
成
24
年

3
月
11
日
号
掲
載
記
事
）

電
気
料
金
値
上
げ
に
意
見

●
東
北
・
四
国
　
原
発
の
再
稼

働
を
要
望

　

弊
社
は
、
東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・
福

島
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
設
備
被
害
や
、
原

子
力
発
電
の
停
止
に
よ
る
火
力
燃
料
費
の

大
幅
な
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
25
年
７

月
１
日
か
ら
ご
家
庭
な
ど
の
規
制
部
門
に

お
い
て
、
平
均
11
・
41
％
の
電
気
料
金
の

値
上
げ
を
経
済
産
業
大
臣
に
申
請
い
た
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
工
場
や
ビ
ル
な
ど

の
自
由
化
部
門
の
お
客
さ
ま
に
つ
き
ま
し

て
も
、
規
制
部
門
と
同
時
期
に
平
均
17
・

74
％
の
値
上
げ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。

 　

お
客
さ
ま
に
大
き
な
ご
負
担
を
お
願

い
す
る
電
気
料
金
値
上
げ
の
申
請
に
至
り

ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
弊
社
の
現
状
に

対
し
て
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
気
料
金
の
値
上
げ
に
関
す
る

お
願
い
に
つ
い
て

電気料金改定手続きの概要

 ・値上げ申請後は、経済産業大
臣による申請内容の審査や、
広く一般のお客さまの意見を
伺う場である公聴会、関係閣
僚会議などを経て認可を受け
ることとなっております。

 ・なお、先般の東京電力の事例
では、上記に加えて「電気料
金審査専門委員会」での審議
や、「消費者委員会」による
ヒアリングなどの新たなプロ
セスも実施されております。

東
北
電
力
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地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成25年2月28日現在
　人　口　28,765人（男 13,928人、女 14,837人）
　世帯数　9,630

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000万円以上） （長井市）
【平成25年2月末現在】
負債額単位：百万円 【平成25年2月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 　

建 設 業 2　 40.0 113 68.5

製 造 業 　

卸 売 業

小 売 業 2　 40.0 32 19.4

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業 1　 20.0 20 12.1

サービス業 　

計 5　 100.0 165 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち・住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 3 0

延べ面積 933.14 0.00

併用住宅
件　　数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　
店舗含）

件　　数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

合　　計
件　　数 3 0

面　　積 933.14 0.00
月

項目 Ｈ24.1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 Ｈ25.1月
有効求人
倍　　率 0.65 0.68 0.72 0.66 0.59 0.66 0.72 0.65 0.66 0.67 0.76 0.74 0.71
有　　効
求 人 数 767 813 817 817 734 785 835 758 749 749 849 822 810
有　　効
求職者数 1,175 1,188 1,240 1,236 1,184 1,184 1,154 1,161 1,133 1,110 1,117 1,110 1,146

LOBO調査

産 業 別 概 況
【全国の2月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2013年2月14日〜20日に、全国の417商
工会議所が3,096企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が
軽微な企業から回答）

（内訳）建設業　467　製造業　744　卸売業　338
　　　　小売業　744　サービス業　803

業況ＤＩは、改善続く。先行きも景気回復への期待感が大きい

　２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 26.4 と、前月
から＋ 3.2 ポイントの改善。政府の金融・財政政策
や円安・株高に伴う景気回復への期待感が一層高まっ
ているほか、企業の生産活動や個人消費にも明るさが
出始めている。他方、急速な円安進行に伴う燃料（原
油、ガス）・原材料の価格上昇により、収益が圧迫さ
れている企業は広範に及んでいる。足元では、景気回
復の実感に乏しく、やや期待先行の状況が続いている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲ 13.0（今
月比＋ 13.4 ポイント）と、大幅に改善する見込み。
燃料や原材料価格、電力料金の上昇などを懸念する声
はあるものの、円安・株高による企業の業績改善や個
人消費の持ち直し、政府による経済対策への期待感は
一層大きくなっている。

【建設業】からは、「消費税増税を控え、分譲住宅など
の受注が増えている」（積石工事業）、「公共工事の増
加を期待しているが、受注単価が低く採算が取れない。
また、技能工不足や労務費上昇により入札不調となる
案件も多い」（建築工事業）、「円安により、自動車関
連企業の業況改善に伴う設備投資の回復を期待してい
る」（管工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】からは、「輸入水産物や石油の価格が上昇し
ており、採算悪化を懸念」（水産食料品製造業）、「円
安の進行により、取引先が調達を海外から国内へ切り
替えたため、受注増加を見込む」（段ボール製造業）、「受
注が増加し業況は好転しているものの、電力料金の上
昇など不安要素も多い」（自動車部品製造業）などの
声が寄せられている。 

【卸売業】からは、「例年に比べ寒い日が続いたため、
冬物衣料を中心に売上が増加」（服飾品卸売業）、「今
のところ業況は好転しているものの、石油製品の価格
上昇分を転嫁できるかによって収支に大きな影響が及
ぶ見込み」（塗料卸売業）、「定年年齢の引き上げにより、
社内の若返りができない。若手が不足することで受注
に支障が出ないか心配」（食料品卸売業）などの声が
寄せられている。 

【小売業】からは、「衣料品などの売上に大きな変化は
ないが、高級ブランド品に動きが出ている」（百貨店）、

「経済対策への期待感はあるものの、売上は伸びてい
ないため、個人消費が上向いている実感がない」（食
品スーパー）、「寒い日が続いたことから、春物商品の
売れ行きが鈍い」（商店街）などの声が寄せられている。 

【サービス業】からは、「軽油価格が高騰し、収益を圧
迫。製造業や建設業の業績が回復しなければ、業況の
改善は望めない」（運送業）、「前年と比べ、スキー客
が増加しており、売上は好転している」（飲食店）、「原
材料価格の上昇による収益圧迫の不安はあるが、円安
により外国人観光客が増加する見込み」（旅館業）な
どの声が寄せられている。
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有料広告

企業の皆さまへ（お知らせ・お願い）

東日本大震災の被災地方公共団体への人的支援をお願いします
被災地方公共団体で求められている

職種のイメージ
1 広報関係業務

・震災記録の保存・編集／・広報誌・情報誌、ホームペー
ジ編集／・放射能情報の広報　等

2 産業振興・企業誘致関係業務
・企業誘致の企画・立案・交渉／・市街地活性化施策の企
画・立案／・新たな産業の創出施策の企画・立案等

3 観光関係業務
・観光振興施策の企画・立案
・観光・物産の宣伝／・物産展の企画・立案　等

4 保健・健康関係業務
・住民の健康相談、栄養・保健指導／・高齢者福祉事業の
企画・立案／・介護予防事業の企画・立案、実施等

5 土木・建築関係業務
・道路、漁港、下水道等の復興事業の設計、工事監督・高
台移転事業、区画整理事業の計画策定、設計、工事監督／・
農地、農林道復興事業の設計、工事監督／・災害公営住
宅の設計、工事監督　等

6 用地関係業務
・高台移転事業、区画整理事業等の用地計画策定、交渉／・
用地取得予定地の価格評価、登記　等

7 電気・機械関係業務
・電気・機械設備の維持管理
・電気・機械に係る公営住宅の建築確認　等

8 その他
・埋蔵文化財の調査
・放射線モニタリング調査　等

※具体的な職種・職務内容は各被災地方公共団体にお問い合
わせいただくこととなります。

　現在、東日本大震災の被災地方公共団体においては、本格的な復興に向けた事
業の推進に必要な職員を確保するため、全国の地方公共団体からの中長期的な職
員の受入れのほか、即戦力となる任期付職員の採用等を行っていますが、被災地
における復旧・復興事業を一層円滑に推進するためには、広範な職種（求められ
ている職種のイメージは下記のとおり）にわたって職員のより一層の確保が必要
です。
　今般、総務省では、企業の従業員の方を当該企業に在籍したまま被災地方公共
団体が受け入れられる仕組み（企業間の出向に類似する仕組み）を整備しました。

（今回の仕組みの概要）

　企業の皆様におかれましては、被災地方公共団体の窮状をご賢察いただき、今
回の仕組みの活用による被災地方公共団体への従業員の方の派遣について一層の
ご支援を賜りますようお願いいたします。
　なお、被災地方公共団体への人的支援のご相談等については総務省自治行政局
公務員部公務員課へお問い合わせください。
○連絡先　・総務省自治行政局公務員部公務員課　03 � 5253 � 5542

 ・岩手県政策地域部市町村課　　　　　019 � 629 � 5230
 ・宮城県総務部市町村課　　　　　　　022 � 211 � 2334
 ・福島県総務部市町村行政課　　　　　024 � 521 � 7057

○派遣される従業員の方は、企業と被災地方公共団体との協定等により、企
業に在籍したまま地方公務員として採用されます。なお、採用に当たって
は、守秘義務等の一定の義務が課せられます。

○従業員の方を派遣していただく際には、被災地方公共団体との間で従業員
の勤務条件等について事前に協議・調整していただくこととなります。
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フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ
共
済

春
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

役員および従業員のための福利厚生制度

■ 生命共済「フォルティシモ」の魅力 ■

①安い掛金で幅広い保障します。
② 14 歳から 70 歳まで加入できます。
③病気・災害による死亡から傷害による入院まで業務上・業

務外を問わず 24 時間保障します。
④ガンによる死亡の場合、死亡保険金に加え、ガン死亡保険

金が支払われます。
⑤見舞金・祝金制度などの独自給付制度があります。
⑥医師の診査は不要です。（告知のみでお申込み）
⑦役員・従業員のための掛金は、全額損金にできます。
⑧剰余金が生じた場合は、配当金としてお返しいたします。

　生命共済「フォルティシモ」は　　入院給付金付災害割増特約・ガン死亡特約付福祉団体定期保険
＋長井商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金制度）事業主、従業員の福利厚生の一環として・・・
会議所会員のみの制度です。

それは「共済制度」
ぜひ一度、ご相談ください。

給　付　内　容 1 口 2 口 3 口

■不慮の事故による死亡
　＜死亡保険金 + 災害保険金＞
■不慮の事故による高度障害
　＜高度障害保険金 + 災害高度障害保険金＞

630 万円 1,260 万円 1,890 万円

■ガンによる死亡
　＜死亡保険金 + ガン死亡保険金＞ 250 万円 500 万円 750 万円

■ガン以外の病気による死亡
　＜死亡保険金＞
■病気による高度障害
　＜高度障害保険金＞

130 万円 260 万円 390 万円

■不慮の事故による入院給付金
　（5 日以上 60 日限度）

1 日につき
3,750 円

1 日につき
7,500 円

1 日につき
11,250 円

フォルティシモ共済月額掛金 平成 25 年 4 月 1 日〜平成 26 年 3 月 31 日

保険年齢 性別 １口 ２口 ３口

15 歳〜 55 歳
男性 1,800 円 3,600 円 5,400 円
女性 1,800 円 3,600 円 5,400 円

56 歳〜 60 歳
男性 2,614 円 5,228 円 7,842 円
女性 2,146 円 4,291 円 6,437 円

61 歳〜 65 歳
男性 3,000 円
女性 2,302 円

66 歳〜 70 歳
男性 3,792 円
女性 2,607 円
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有料広告

　

日
本
発
明
振
興
協
会
と
日
刊
工
業

新
聞
社
共
催
の「
第
38
回
発
明
大
賞
」

23
件
の
一
つ
に
、
斎
藤
金
型
製
作
所

の
斎
藤
輝
彦
社
長
が
考
案
し
た
「
金

型
内
の
気
体
放
出
構
造
及
び
当
該
構

造
を
備
え
た
金
型
」
が
選
ば
れ
た
。

発
明
大
賞
は
、
中
小
企
業
ま
た
は
研

究
者
・
個
人
発
明
家
の
中
で
、
発
明

考
案
・
研
究
を
通
し
て
科
学
技
術
の

振
興
、
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
企

業
や
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、「
発

明
功
労
賞
」「
考
案
功
労
賞
」「
発
明

奨
励
賞
」
の
３
部
門
か
ら
な
る
が
、

斎
藤
社
長
が
受
賞
し
た
の
は
「
考
案

功
労
賞
」
で
あ
る
。

おめでとうございます。発 明 大 賞
㈱斎藤金型製作所

斎藤輝彦 社長
【考案功労賞　受賞】
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3
月
の
常
議
員
会

■
日　

時　

3
月
11
日
（
月
）

■
出
席
者　

17
名

■
議　

題
（
協
議
事
項
）
※
す
べ
て
承
認

　

第
１
号
議
案　

平
成
25
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

第
２
号
議
案　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

書
に
つ
い
て

　

第
３
号
議
案　

平
成
25
年
度
中
小
企
業
相
談
所
特

別
会
計
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　

第
５
号
議
案　

平
成
25
年
度
特
定
退
職
金
共
済
事

業
特
別
会
計
収
支
予
算
書
に
つ
い

て

　

第
６
号
議
案　

平
成
25
年
度
労
働
保
険
事
業
特
別

会
計
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　

第
７
号
議
案　

平
成
25
年
度
退
職
給
与
資
金
特
別

会
計
収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　

第
８
号
議
案　

平
成
25
年
度
会
館
運
営
特
別
会
計

収
支
予
算
書
に
つ
い
て

　

第
９
号
議
案　

平
成
25
年
度
一
時
借
入
金
最
高
限

度
額
に
つ
い
て
（
１
千
万
円
）

　

第
10
号
議
案　

議
員
総
会
開
催
日
時
及
び
提
出
議

案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

※
日
時
：
平
成
25
年
３
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
：
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
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 4 月 の行事予定
1 月 ○女性会新 ・ 旧役員会

○Ｈ 25 青年部会役員会

2 火

3 水 ○山形工科アカデミー入学式
○Ｈ 24 青年部会役員会

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月 ○女性会通常総会

9 火 ○青年部会通常総会
○おもてなし事業 兜づくり講座

10 水 〇汚染負荷量賦課金申告納付説明会 （ 山形商工
会議所 ）

11 木

12 金 ○長井市勤労者互助会監査 ・ 理事会

13 土

14 日

15 月 ○保証協会金融懇談会 （ 東京第一ホテル米沢 ）

16 火 ○県内共済担当部課長 ・ 担当者会議 （ 山形商工
会議所 ）

17 水 ○やまがた中小企業支援セミナー （ 高度技術研究
センター ）

18 木

19 金 ○やまがたチャレンジ創業応援事業打ち合せ （ 山
形商工会議所 ）

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水 ○長井市勤労者互助会評議員会

25 木 ○創邑会研修　〜 26 日

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

＋今月の献血＋

4月12日㈮
長 井 市 役 所 9：30 〜 11：30
山 形 日 信 電 子 ㈱ 13：30 〜 15：30

4月29日㈪ 西 根 地 区 公 民 館
9：00 〜 12：00
13：30 〜 15：30

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。
　問合わせ　長井市健康課　TEL 84─6822

事　業　所　名 前代表者 新代表者

髙 橋 製 作 所 髙 橋 秀 雄 髙 橋 和 哉

●代表者名変更のお知らせ （敬称略）

➡

事業所名 旧 住 所 新 住 所

パ ラ デ ィ ー ス 長井市本町 2-4-39-2 長 井 市 本 町 1-2-25

●住所変更のお知らせ （敬称略）

➡


